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1. 研究の背景・目的 

近年，アダプト・プログラム(以下，APと言う)の仕組み

を用いた住民参加型の活動が日本各地で実施されてき

ている．APとは道路や河川，公園などの公共の場を対

象とした美化活動や維持管理活動を指し，地域住民や

地元企業が積極的に活動を行う．APにおいて，行政は

活動を支援する立場として関与し，市民と行政の協働

により活動が成り立っている1)．本研究で対象とした県道

大在大分港線は，過去に日本街路樹百選に選ばれて

おり，街路樹景観の優れた道路であった．しかし，植栽

から 40 年以上の月日が経ち，最近は落ち葉や根上がり

に関する多くの苦情が寄せられている．そこで，大分県

では新たに県道大在大分港線沿線の住民や企業が参

加するAPの導入を検討している．当該路線は約 7ｋｍに

及ぶため，様々な活動主体が関わることが予想されるが，

単一の活動主体を対象とした先行研究2)は多く見られる

ものの，長区間で多様な活動主体が関わるAPの評価に

関する研究蓄積は乏しい状況にある． 

そこで，本研究では全国の地方自治体を対象にアン

ケート調査を行い，APの実施の有無や活動の実態を把

握すると共に，併せて長区間における AP 導入の効果

やその評価の要因を分析することを目的としている． 

2. 調査の概要 

 調査の対象は大分県を除く都道府県（46 箇所）と人口

10 万人以上の市（258 箇所），東京都特別区（23 箇所）

とし，調査票は郵送により配布・回収した．調査期間は

平成 26 年 10 月 27 日～11 月 28 日とした．また，調査

票の回収率とAPの実施率は都道府県で73.9%，82.4%

であり，市・区で 73.7%，36.2%となった（表-1）． 

 

表-1 調査票の回収率と AP 実施率 

 

3. 調査項目と集計方法 

 調査票では，まず道路の維持管理にAPを導入してい

るかを問い，それらを以下の 3 項目に分類した． 

1) 導入している 

2) 過去に導入したことがあるが，現在は実施していない 

3) 導入していない 

「導入している」自治体には AP の事例を具体的に回

答していただき，その評価や現状について伺った．また

「現在は実施していない」自治体には，導入時期や実施

を止めた理由を伺い，「導入していない」自治体には，

導入していない理由や今後の動向について回答してい

ただいた．調査票の集計は都道府県と市・区を区別し，

今回は都道府県についての調査結果について報告す

る． 

4. 結果 

  AP の導入状況について，前述の 3 項目に分類した

結果を図-1 に示す．都道府県では，全体の 8 割が AP

を導入しており，残りの 2 割が導入していない結果とな

った．今回は主に AP を導入している自治体の現状や

評価について述べたい． 

 

図-1 AP 導入の有無 

 

まず，AP を導入している目的（理由）について伺った

（図-2）．回答の多い項目である「道路の美観向上」や

「住民との協働の構築」は，主に地域住民のための効用

であり，「道路の維持管理費の低減」は行政にとっての

AP 導入に期待される効用だと捉えられる． 

次いで，AP の満足度について伺った（図-3）．AP を

実施している自治体のうち，約 7 割の自治体が活動に

満足していることが分かる．それらの自治体にどのような

自治体 総配送数 回収数 AP実施団体数 回収率 AP実施率

市・区 281 208 76 74.0% 36.5%

都道府県 46 34 28 73.9% 82.4%

全体 327 242 104 74.0% 43.0%
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図-2 AP 導入の目的（複数回答可） 

 
図-3 AP の満足度 

点で満足しているか質問したところ， 「地域や道路を美

しくできるから」，「地域を訪れる人に良い印象を持って

もらえるから」といった意見が多く見られた． 

 ところで，AP 導入に関して，多くの自治体で高

い満足度が得られていたが，AP の実施により具体

的にどのような効果が得られているのかを把握する

ために AP により期待される 8 つの効果について，

それぞれ 5 段階で評価してもらい，それらに+2 点～

-2 点の点数を与え，集計した（図-4）．図によると，

いずれの効果も正の効用があり，AP を導入してい

る多くの自治体が多様な効果を実感していることが

分かる．特に AP の直接的な目的である「道路の美

観向上に貢献する」の項目では，否定的な評価はほ

とんど見られなかった．続く 3 つの項目は，地域コ

ミュニティ形成のために求められる効果であると考

えられるが，いずれも高い点数が得られている．こ

れは，行政側の意見に依存する形になるが，AP に

より得られる住民側のメリットと考えることができ

る．行政側の効果として「道路の維持管理費の低減」

が考えられるが，「大変効果あり」，「効果あり」の回

答が 8 割を占める結果となり，AP は行政側にも高

い効用をもたらしているといえる． 
 最後に，AP をより効果的に進めていくために必

要な要素を伺った（図-5）．多くの自治体は，「里親

制度の PR」が重要と考えており，AP が一般市民に

 
図-4 AP 導入による効果に対する評価 

 
図-5 AP に必要な要素（複数回答可） 

広く知られていない現状を懸念していることが分か 
った． 
5. まとめ 

 AP は 1985 年ごろ，米国テキサス州交通局が導入

した活動が原型とされ，日本に AP が初めて導入さ

れたのは 1996 年ごろであるとされている．今回の

調査によると，全体の 8 割の都道府県で AP は導入

されており，日本国内でも飛躍的に普及してきたこ

とが分かる． 
「導入している」と回答した自治体の多くが活動

に対する満足感を示しており，AP の導入により期

待される目的についても高い評価が得られたように

思える．AP は住民にとって「地域コミュニティの

育成の場」となり，行政にとって「道路の維持管理

費の低減」につながる活動といえる． 
今後は，AP の評価別・活動主体別に自治体を分

類し，評価の要因を分析することで，当該路線への

AP 導入の可能性を検討することや，AP 導入による

効果を詳細に分析し，自治体のポジショニングを明

らかにすることが検討課題として残っている． 
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